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＜連絡事項＞
・本日より新年度となり、受持ち患者様、業務分担を発表しています。各チームにて協力して精神看護と退院・家族支援をお願いします。

＜東病棟入院・入室状況＞
【入院】
・古屋敷　純子様～東病棟Bユニット1号室

＜患者様連絡事項＞
・赤石　陽介様～退院時処方３日分、夕食後薬減薬となり３日分処方。

・三田　彩美弓様～本日より１日１本、エンシュアリキッド１３日分処方。作業療法の指示あり、本日見学を実施。

・馬場　信子様～不眠時のルネスタ（1）１０回分処方。

・安達　貴浩様～咽頭痛の訴えあり、オラドールトローチ（0.5）毎食時５日分処方。
・関原　紗奈恵様～下痢が続いていると訴えあり、ビオスリーＯＤ錠、毎食後５日分処方。

・神　ツエ様～臨時薬１日分処方。

・岡山　貴文様～臨時薬４日分処方。ダントリウムは本日で終了。

・古屋敷　純子様～13:42車椅子にて任意入院となる。自室では落ち着いて他者交流あり、食事も摂取。トイレにも介助なく「大丈夫です。」と歩いて行かれている。不調訴えやバイタルサインの異常なし。本人より入院に際し用事を足すため外出の希望あり許可あるも息子様の同意得られず今回は見合わせている。


・

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。脱衣行為繰り返し、全裸で徘徊、他者の私物を奪う行為あり、早めに開放観察終了としている。自傷行為なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食不食。内服スムーズ。嗜好品の摂取は出来ている。頭痛訴え12：15継続指示ロキソプロフェンNa（60）1T内服。12：30継続指示レボトミン(25) 1A筋注実施。入浴中室内捜索し、床の木片、私物に隠した割り箸を加工した凶器を回収。本人様は入浴後も、この件に触れず対面時穏やか。不穏行動なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中他室侵入し迷惑行為あり。早めに開放観察終了としている。衣服を便器に入れる行為あり、介入している。
・澤口　利香様～朝、昼とも食事摂取せず。内服は拒否無し。9:36疼痛訴えあり、継続指示ロキソプロフェンNa(60)1T内服。スタッフに対し苛々の訴えはないが、13:35シーツに血痕を発見。隠し持っていた尖らせた割り箸で以前に自傷した古傷を弄り傷口を絞って出血させていた様子。既に止血されている。回収時抵抗なく不機嫌さの表出もない。14:45苛々を訴え、継続指示レボトミン(25) 1A筋注実施。15:00にも疼痛訴え、継続指示ロキソプロフェンNa(60)1T内服している。拘束部位の循環障害無し。

・古田　真様～コーヒーが飲めないなどの要求が通らないと怒り出し他者やスタッフに粗暴的行為あり。壁に頭を打ち付けたりもする。9:45継続指示ジアゼパム（5）1T内服。内服ししばらく臥床後は落ち着く事が出来ている。15:00にもジェスチャー等を使用し苛々の訴えあり。本人は注射を希望しているが、内服の促しには応じ、継続指示ジアゼパム（5）1T内服。その後は落ち着いて過ごしている。

・藤村　武夫様～不穏興奮さはなく、自室で過ごしている。服薬の拒否もなく対面時穏やか。

・岡山 　貴文様～他者交流ないが、ホールに離床しテレビを見て過ごす。表情に変化無いが疎通は取れている。車椅子移動時の問題無し。独語は目立たない。不穏行動・不調なく落ち着いている。

・古屋敷　純子様～13:42車椅子にて任意入院となる。自室では落ち着いて他者交流あり、食事も摂取。トイレにも介助なく「大丈夫です。」と歩いて行かれている。不調訴えやバイタルサインの異常なし。本人より入院に際し用事を足すため外出の希望あり許可あるも息子様の同意得られず今回は見合わせている。

・三田　彩美弓様～今朝時間を持て余し作業参加の希望が聞かれていた。主治医とも相談してと伝えていたが、「やっぱり怖いのでやめようかな」とも話す。食事は全量～1/3摂取。不調の訴えなし。

・梅津　敦子様～飲酒要求や不穏行動なく落ち着いている。

・古川　貞二様～発熱持続し、主治医より点滴と抗生剤指示あり施行している。本日体温37.7～37.4℃、クーリング中。以前の様な体動の活発さなく経過を見ている。

・木村　美智子様～一時的に80台前半まで酸素飽和濃度の低下あり。口腔ケア、吸引施行し、90～95％に回復。以降低下なし。他バイタルサインの低下や意識レベルの低下なし。四肢脱力持続。痙攣発作無し。
・神　ツエ様～介護抵抗時一時的に血圧高値あるも状態変化なし。幻視様の言動あるもそれに伴い不穏となる事はない。食事は数口のみ。点滴トラブルなし。			

＜安ヶ平Ｄｒ患者様診察情報＞
・河原木　泰志様～咳嗽著明。本日よりレスプレン（20）1×1夕食後、PL顆粒1ｇ/包1×3毎食後　5日分処方。

・藤井　崇史様～診察時スタッフへの不満や特定患者様に対し「内縁の妻なので」と妄想発言聞かれている。不穏さはなし。本人より風邪症状訴えあり、レスプレン1T1日1回、PL顆粒１P1日3回5日分処方となっている。

・和田　昌様～腰痛持続、患部へ臨時処方ハップスター処方となる。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：R3.4.16　13:42
氏　　名：古屋敷　純子（ふるやしき　じゅんこ）様
生年月日：昭和37年3月10日（59歳）
病　　名：適応障害
性　　別：女性
主 治 医：田名部Dr
入院形態：任意入院
病　　棟：東病棟Bユニット1号室

＜経過＞
R3.4.2当院初診。岩手から八戸に帰ってきて令和1年10月から、幻覚症状が生じてきたという。人の姿が見えたり、このままではすまないぞ、とか、死んだ方がいい、などの幻聴が生じてきたり、身体を手て倒すように叩かれる感覚も生じると言う。その後も度々押されるような感覚で意識消失あり。令和2年7月3日さくら病院から紹介となり、八戸赤十字病院精神科を初診。初診時解離性昏迷状態に陥り、同日そのまま入院となっている。息子に対しては、八戸に戻ってきた頃に比べると恐怖心は軽減してきたようである。それでも、まだ怖い感じは残っており、ストレスの大きな要因となっている。当院へ入院希望があり、入院予約を行っていたが、R3.4.6仕事中に意識消失し救急車にて来院。その日は筋注実施し処方を調整して帰られている。本日も就労中に意識消失にて救急要請あり。12：00当院来院。本人、長男様からも入院希望あり薬物・精神療法を主体とした治療にて症状の改善を目的として、13：42東病棟Bユニット1号室へ任意入院となる。
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